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問題と目的

厚生労働省（2019）の調査によると，我が国の

離婚件数は2002年の28万9836件をピークに減少傾

向であるものの，2018年の離婚件数は20万8496組

で，婚姻件数と離婚件数を対比させて算出した離

婚率は約34.8％となる。また，親の離婚を経験す

る子どもの数も，出生数から考えると少なくない

だろう。

Holmes& Rahe（1967）は，離婚は日常生活

の中で経験する出来事の中で，配偶者の死に続い

て２番目にストレスフルなライフイベントである

とした。しかし，離婚をした夫婦に子どもがいる

場合，その子どもは両親の離婚によって心理的影

響を受ける。実際に，両親の離婚を経験した子ど

もについて検討を行った研究の多くが，離婚家庭

の子どもは非離婚家庭の子どもより心理的well-

beingが低いこと（武田・奈良，2015）など，両

親の離婚による子どもの心理面へのネガティブな

影響を報告している。

また，裁判所（2017）によると，離婚の申立て

の動機は男女ともに性格が合わないことが最も多

い。このように，両親の離婚の理由が両親間での

問題であっても，離婚によってどちら一方の親が

子どもと離れることは，子どもにとって，両親の

離別親から自分が見捨てられた経験として捉える

可能性がある。さらに，井合・根建（2013）は，

見捨てられ経験を持つ者は，見捨てられ経験を持

たない者よりも，見捨てられスキーマを測定する

TheAbandonmentSchemaQuestionnaire（以

下，ASQ）の得点が高いことを示した。また，

井合・矢澤・根建（2010）は，ASQの得点と見

捨てられ不安の得点が有意に関連することを明ら

かにした。このことから，離婚を見捨てられ経験

として捉えた子どもは，見捨てられ不安を抱える

可能性が高いと考えられる。
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要旨

本研究では，子どもが見捨てられ経験と捉える両親の離婚の要因について明らかにすることを目的とした。調査

１では，「両親，またはどちらかの親からの離婚についての説明」，「離婚後の離別親との面会」，「離婚後の同居親

との交流」，「見捨てられ経験としての離婚の受け入れ」，「現在の見捨てられ不安」の関連について作成したモデル

図の検討を行った。大学生213名を対象にアンケート調査を実施し，両親の離婚を経験した34名を分析対象とし，

共分散構造分析を行った。結果，離別親との面会が見捨てられないための行動に負の影響を，見捨てられ経験と離

婚についての説明，同居親との交流が他者の評価が気になるに正の影響を与えていることが示された。次に，調査

２では両親の離婚を経験した29名の両親の離婚に関する自由記述をM-GTAを用いて分析した。結果，離別親や同

居親，親族からの情緒的な支援により前向きな姿勢を示すプロセスが示唆された。また，両親の離婚に関する自身

の気持ちを，自由記述という形で振り返ることによって，これまで気づかなかった自分の気持ちに気付くなど，回

答者にとってカタルシス効果がもたらされたと考えられる。
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見捨てられ不安とは，DSM-5によれば，「現実

に，または想像の中で，見捨てられることを避け

ようとするなりふり構わない努力」であり，境界

性パーソナリティー障害の診断基準の一つである。

斎藤・吉森・守谷（2012）は，見捨てられ不安の

高さは対人関係の不安定と関連があることを明ら

かにしている。

野口・櫻井（2009）は，大学生を含む青年期に

おける独身者，既婚者を含む成人期にある人を対

象とし，グラウンテッド・セオリー・アプローチ

による分析を用いて，親の離婚を経験した子ども

の精神発達についての検討を行った。分析の結果，

13のカテゴリーと60のサブ・カテゴリーが抽出さ

れ，そのうちの【親密性への恐れ】というカテゴ

リーを構成する「異性と親密になることの恐れ」

というサブ・カテゴリーの中には，「もし，捨て

られたらどうしようとか，嫌われたらどうしよう

とかっていう気持があって，怖いですね。」といっ

た見捨てられ不安を抱いた発言がみられた。また，

曽山（2018）は，対人援助職の専門家98名を対象

にアンケート調査を実施した結果，半数近くの援

助者が離婚の相談を受ける経験や，離婚に関する

テーマに触れる経験があることを明らかにした。

この調査結果にも示されるように，離婚が珍しく

ない今日の日本において，離婚後の親と子どもの

心理的な問題に対処するために，心理職による離

婚家庭の支援の需要は高まっていると考えられる。

そして，そのような支援においては，両親の離婚

によって子どもが経験する見捨てられ不安のよう

なネガティブな影響を軽減することも重要となる。

しかし，両親の離婚によって子どもが経験する見

捨てられ不安を中心に考察を行っている研究はま

だ少なく，見捨てられ不安が増減する要因を検討

することがより良い支援につながると考えられる。

前述したように，両親の離婚という経験から子

どもが見捨てられ不安を抱くのは，両親の離婚を

離別親からの見捨てられ経験として捉えた場合で

あると考えられる。そのため，まずは「両親の離

婚」を「見捨てられ経験」として捉える要因につ

いて明らかにする必要がある。この要因には，子

どもの年齢や性別，子どもの性格や元々持つ適応

能力など様々な影響が考えられる。しかし，本研

究においては，両親が離婚を決断してからでも，

子どもに対するネガティブな影響を緩和させると

考えられる「両親，またはどちらかの親からの離

婚についての説明」と，「離婚後の離別親との面

会」に焦点を当てる。

前者の「両親，またはどちらかの親からの離婚

についての説明」に関連する先行研究において，

棚瀬（2004）は，自身の経験した離婚家庭の子ど

もたちへのカウンセリング４事例の分析を通して

離婚家庭の子どもたちの適応について考察した。

その中で，離婚家庭の子どもたちが不適応状態に

陥ってしまう悪条件として，「説明なしの突然の

両親別居」を挙げている。また，Elissa（1995

高田訳 1999）は，親が子供に離婚の説明をしな

いことは無神経なことであると述べている。特に，

「別居や離婚それ自体が子どもに害を与えるので

はなく（中略）子どもの幸福は，親が離婚の後始

末をどうするかにかかっている」，「親の別居や離

婚という事態に子どもがうまく対応していくには，

自分の親はあらゆることに慎重に取り組んでいる，

と思えなくてはなりません」と，両親の離婚後に

おける子どもの適応には，子どもに離婚の説明を

することが重要であると強調している。このよう

に，離婚についての説明がないことは，子どもの

不適応状態につながると考えられ，また，その不

適応状態として，見捨てられ不安を抱くことが考

えられる。

後者の，「離婚後の離別親との面会」に関して，

これまでの研究から，離別親との面会の有無も子

どもの心理に影響を与えることがわかっている。

益子（2013）は，離婚後に親の意向で離別親と会

えていない子どもは，自己評価や自己肯定感が低

くなり，他者不信感を高く抱くことを明らかにし

た。また，高橋（2019）の一事例研究では，対象

者の女性が社会人であった時に，両親が不仲を理

由に離婚し父親と別居となったが，いつでも父親

に会いに行けるという期待を持っていたため，両

親の離婚によって親子の関係が途絶えたわけでは

ないと認識し，主体的に物事に取り組むなど，離

婚による肯定的な側面もみられた。このように，

離婚後に離別親との面会が可能であることは，見

捨てられ不安を軽減すると考えられる。反対に，
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親の離婚時に子どもが同居親から離別親との面会

を禁じられている場合や，自分で離別親に会いに

行くことが出来ない年齢である場合には，より見

捨てられ不安を抱くと考えられる。

離婚率の上昇とともに日本では，離婚が子ども

に与える影響について研究されてきたが，その多

くが事例研究であるため，縦断的研究や離婚を経

験した子どもの一般的な傾向を探っていく量的研

究が必要であるとされている（本多・遠藤・中釜，

2011）。よって，本研究では，子どもが見捨てら

れ経験と捉える両親の離婚の要因について，質的

にだけでなく量的にも研究することを目的とした。

調査１

目的

調査１では，質問紙を用いて，「両親，または

どちらかの親からの離婚についての説明」，「離婚

後の離別親との面会」，「離婚後の同居親との交流」，

「見捨てられ経験としての離婚の受け入れ」，「現

在の見捨てられ不安」の関連について，モデル

（Figure1）の検証を行うことを目的とする。ま

ず，両親，またはどちらかの親からの離婚につい

ての説明は，見捨てられ経験としての離婚の受け

入れに負の影響を与えると考えられる（パスａ）。

離婚後の離別親との面会は，見捨てられ経験とし

ての離婚の受け入れに負の影響を与えると考えら

れる（パスｂ）。離婚後の同居親との交流は，見

捨てられ経験としての離婚の受け入れに負の影響

を与えると考えられる（パスｃ）。そして，見捨

てられ経験としての離婚の受け入れは現在の見捨

てられ不安に正の影響を与えると考えられる（パ

スｄ）。

方法

調査対象者 Ｘ県の大学生213名（男性105名，

女性108名，平均年齢19.4歳，SD＝1.07）を対象

としてGoogleフォームによるアンケート調査を

行った。そのうち，両親の離婚を経験した34名

（男性17名，女性17名，平均年齢19.6歳，SD＝

1.06）を分析対象とした。

調査項目 １）両親の離婚を経験したか：現在

両親が再婚しているかを問わず，一度は両親の離

婚を経験しているかを問うために，「あなたは両

親の離婚を経験していますか。ある／ないどちら

かに〇を付けてください。」という項目を独自に

作成した。「ある」と答えた離婚群には，次の質

問から回答するように，「ない」と答えた非離婚

群には，「現在抱える見捨てられ不安」から回答

するように設定した。

２）両親の離婚を見捨てられ経験と捉えている

か：両親の離婚を見捨てられた経験として捉えて

いるかを調べるために，「両親が離婚してから，

あなたは別居することになった父親または母親か

ら『見捨てられた』と思ったことがありますか。

ある／ないどちらかに〇を付けてください。」と

いう項目を独自に作成した。

３）離婚前の両親からの離婚についての説明：

離婚前に，両親から離婚についてどの程度説明が

されていたか測定するため，説明の量に関しては，

「あなたの両親，またはどちらかの親は，離婚前
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Figure1.本研究のモデル図。
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や離婚後にあなたに対して離婚の説明をしました

か。最も当てはまる数字１つに〇を付けてくださ

い。」と教示をし，各項目５件法（１：まったく

しなかった～５：よくしていた）で回答を求めた。

説明の質に関しては，「あなたの両親，またはど

ちらかの親からの離婚についての説明は納得でき

るものでしたか。最も当てはまる数字１つに〇を

付けてください。」と教示をし，各項目５件法

（１：まったくあてはまらない～５：よくあては

まる）で回答を求めた。

４）離婚後の離別親との面会の程度：離婚群の

両親の離婚後における離別親との面会の程度につ

いて測定するために，直原・安藤（2020）による

別居親（父）との交流実感尺度６項目を，別居親

を父と限らず用いて，各項目５件法（１：まった

くあてはまらない～５：よくあてはまる）で回答

を求めた。

５）離婚後の同居親との面会の程度：離婚群の

両親の離婚後における同居親との交流の程度につ

いて測定するために，直原・安藤（2020）による

別居親（父）との交流実感尺度６項目を，別居親

を同居親と変更し，各項目５件法（１：まったく

あてはまらない～５：よくあてはまる）で回答を

求めた。

６）両親の離婚に対しての思い：両親の離婚を

当時，また現在どのように感じているのか調査す

るため，「両親の離婚当時のあなたは，両親の離

婚をどのように体験し，どんな気持ちになりまし

たか。自由に記述してください。」「このアンケー

トにおけるこれまでの質問に回答をして，現在の

あなたは両親の離婚を振り返ってみてどのように

感じましたか。何でも構いませんので感じたこと

を自由に記述してください。」という２つの自由

回答欄への回答を任意で求めた。

７）現在抱える見捨てられ不安：離婚群・非離

婚群の現在抱える見捨てられ不安の程度を測定す

るために，斎藤・吉村・守谷ら（2012）による見

捨てられ不安尺度15項目を用いて，各項目５件法

（１：まったくあてはまらない～５：よくあては

まる）で回答を求めた。

８）フェイスシート：年齢，性別について尋ね

た。

手続き 本調査はgoogleフォームによるアン

ケート調査を実施した。調査協力者には対面授業

内でURLを印刷した調査協力依頼書を配布し，

同意したものだけが回答した。

「あなたは両親の離婚を経験していますか。」

というという質問に「いいえ」と回答した場合に

はすべての質問項目が表示され，「はい」と回答

した場合には，現在抱える見捨てられ不安につい

ての質問項目のみ表示されるように設定した。回

答者には，回答後にデブリーフィングを行った。

分析には，統計分析用プログラムHADを使用し

た。

結果

各尺度の主成分分析 １）離婚後の離別親との

面会の程度：離婚後の離別親との面会の程度の質

問項目のうち，面会の質の測定を目的とした交流

実感尺度６項目について，主成分分析を用いたと

ころ，第１主成分が抽出された。第１主成分の寄

与率は81.63％であった。結果をTable1に示す。
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Factor1

3. .95 .91

4. .93 .86

2. .92 .85

5. .89 .78

6. .87 .76

1. .86 .73

4.90

Table1
別居親との交流実感尺度の主成分分析結果
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２）離婚後の同居親との面会の程度：離婚後の

同居親との交流の質の測定を目的とした交流実感

尺度６項目について，主成分分析を用いたところ

第１主成分に抽出された。第１主成分の寄与率は

66.27％であった。結果をTable2に示す。

３）現在抱える見捨てられ不安：現在抱える見

捨てられ不安の測定を目的とした見捨てられ不安

尺度15項目について最尤法プロマックス回転を用

いて因子分析を行った。スクリープロットの傾き

から二因子構造が妥当であると判断した。因子分

析の結果から得られた因子パターンをTable3に

示す。第１因子は，「メールの返信が来ないと不
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Table2
同居親との交流実感尺度の主成分分析結果

Factor1

3. .93 .86

4. .89 .80

2. .86 .73

5. .85 .72

6. .69 .48

1. .62 .39

3.98

F1 F2

4. , 1.02 -.13 .90

5. , .92 .01 .85

3. , ,
.69 .15 .62

8. , .65 -.06 .38

14. ,
.64 -.02 .40

6. , ,
.61 .20 .56

12. -.15 .99 .82

7. , -.13 .84 .60

15. , -.09 .72 .44

9. , .22 .62 .58

2. ,
.30 .56 .60

11. , .24 .47 .41

1. .13 .38 .22

13.
.17 .36 .24

10. .09 .32 .15

5.41 5.23

1 α = .90

2 α = .85

Table3
現在の見捨てられ不安尺度の因子分析結果
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安になり，何度も相手に問い合わせをする」や

「自分に注目してほしいから，わざと気を引くよ

うな行動をする」，「気持ちが不安になると，友達

に自分の気持ちを大げさに話し，相談に乗っても

らう」など，不安な気持ちから引き起こされる行

動を示す項目が高い因子負荷量を示したため，

「見捨てられないための行動」因子と名付けた。

第二因子は「自分の振る舞いが友人から変に思わ

れないか，気にしている」や「周りにどう思われ

ているかを気にして，本当の自分を出せずにいる」，

「友人が不機嫌そうなときは，自分が原因ではな

いかと不安になる」など，周りからの評価が気に

なることによって抱える不安を示す項目が比較的

高い因子負荷量を示したため，「他者からの自分

に対する気持ち・評価が気になる」因子と名付け

た。

各項目の共分散構造分析 「両親，またはどち

らかの親からの離婚についての説明」，「離婚後の

離別親との面会」，「離婚後の同居親との交流」，

「見捨てられ経験としての離婚の受け入れ」，そし

て因子分析の結果抽出された「見捨てられないた

めの行動」と「他者からの自分に対する気持ち・

評価が気になる」あらかじめ設定したモデルをも

とに共分散構造分析を行った。結果，Figure2

のモデル図に適合性が認められた（χ2（7）＝5.46,

CFI＝.1.00,RMSEA＝.00,GFI＝.95,AGFI＝

.86）（外生変数の右肩の数値は分散の推定値を示

す）。「離婚後の離別親との面会」は，「見捨てら

れないための行動」に１％水準で有意な負の影響

を与え，「見捨てられ経験としての離婚の受け入

れ」は「他者からの自分に対する気持ち・評価が

気になる」に１％水準で有意な正の影響を与えて

いることが示された。また，「両親，またはどち

らかの親からの離婚についての説明」は「他者か

らの自分に対する気持ち・評価が気になる」に，

「離婚後の同居親との交流」は「他者からの自分

に対する気持ち・評価が気になる」に５％水準で

有意な正の影響を与えていることが示された。

考察

本研究の目的は，「両親，またはどちらかの親

からの離婚についての説明」，「離婚後の離別親と

の面会」，「離婚後の同居親との交流」「見捨てら

れ経験としての離婚の受け入れ」，「現在の見捨て

られ不安」の関連について，モデルの検証を行う

ことであった。共分散構造分析の結果，仮説の一

部は支持され，新たなモデル図が作成された。

因子分析の結果，「現在の見捨てられ不安」は，

「他者からの自分に対する気持ち・評価が気にな

る」と「見捨てられないための行動」の二因子に

分けられた。次に，共分散構造分析の結果，「離

婚後の離別親との交流」は，「見捨てられないた

めの行動」に１％水準で有意な負の影響を与える

と示された。本研究では交流実感尺度を用いて，

離別親との面会の質を評価したが，量的にそもそ

も面会交流が行われなかったことについても，自

由記述欄への回答から予測できる。そして，直原・

安藤（2022a）が，同居親が母親の場合の面会交

流の未実施の原因として「養育費不払」を挙げ，

この「養育費不払」は，母親の元夫への怒りを高

め，信頼の再構築と社会的価値を低下させるといっ

た，母親の心理的適応の良好さを低下させる可能
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Figure2.適合性が認められたモデル図。
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性を示唆しているように，面会交流などの「離婚

後の離別親との交流」を同居親が実施させないよ

うな，離別親側の要因が同居親の心理的適応を低

下させ，そのような同居親の心理的適応の低下が，

子どもへの好ましくない養育態度に関連した結果，

子どもの「見捨てられないための行動」を強化さ

せると考えられる。両親の離婚後，子どもにとっ

て頼ることのできる存在は同居親一人に限られる

ことが多く，その同居親との交流も乏しい場合に

は，離別親と同じように同居親が自分から離れて

いってしまう不安から，同居親の顔色を過度に伺

いながら生活するなどの，見捨てられないための

行動に移行すると考えられる。

次に，「見捨てられ経験としての離婚の受け入

れ」は「他者からの自分に対する気持ち・評価が

気になる」に１％水準で有意な正の影響を与えて

いることが示された。先に挙げた井合・根建

（2013）の研究において，見捨てられスキーマを

測定するために用いられた，ASQは，見捨てら

れることに関する認知的枠組みを測定しているた

め，本研究の「現在の見捨てられ不安」のうち，

「見捨てられないための行動」より，「他者からの

自分に対する気持ち・評価が気になる」の方が適

していると考えられる。よって，この結果は，井

合・根建（2013）の，見捨てられ経験を持つ者は，

見捨てられ経験を持たない者よりも，見捨てられ

スキーマを測定するASQの得点が高いという結

果を支持すると考えられる。

また，「両親，またはどちらかの親からの離婚

についての説明」は「他者からの自分に対する気

持ち・評価が気になる」に１％水準で有意な正の

影響を与えていることが示された。直原・安藤

（2022b）は，同居親が母親である場合，「離婚に

対する母親からの説明等実感」は，「母の情緒的

サポート」との間に中程度の正の相関，「母の情

緒的サポート」は，子どもが評価した適応との間

に中程度の正の関連を示したが，「離婚に対する

父親からの説明等実感」は，「葛藤に対するネガ

ティブ感情」との間に中程度の正の相関，「葛藤

に対するネガティブ感情」は「自己非難・子ども

らしさの棄却」とやや弱い正の相関が認められた。

このように直原・安藤（2022b）は説明をした親

が母親（同居親）であるか，父親（別居親）であ

るか区別し，またそれぞれの場合で結果が大きく

異なっているが，本研究での「両親，またはどち

らかの親からの離婚についての説明」について問

う項目は，別居親からの説明と同居親との説明を

区別しなかったため，どちらからの説明が多かっ

たかについては不明である。また，本研究におけ

る両親の離婚を経験した回答者の約半数が，乳児

期や幼児期に両親の離婚を経験しており，自由記

述欄への回答でも７名が「覚えていない」や「記

憶にない」等記述している。これらの理由により，

この結果は適切ではないと考えられるため考察を

控える。

「離婚後の同居親との交流」は「他者からの自

分に対する気持ち・評価が気になる」に５％水準

で有意な正の影響を与えていることが示された。

両親の離婚そのものは，子どもなりに構築してき

た関係性が，愛着形成の基礎となった両親によっ

て破壊されるため，ショック体験は根強いと推察

される。そして，子どもにこれから自身が築いて

いく関係性も崩壊してしまうという不安を喚起さ

せると考えられる。よって，離婚後の同居親との

交流の質がよければよいほど，また見捨てられる

のではないか，裏切られるのではないかといった

不安が高まる可能性や，見捨てられないように質

の良い関係を維持するための努力をしている可能

性も考えられる。山田・岡本（2007）は，「自己

への信頼感・効力感」「将来展望」「自律性」といっ

た「個」としてのアイデンティティ，「自己を取

り巻く世界への信頼感と関係性の価値づけ」「他

者との適度な距離感」「関係の中での自己の定位」

といった「関係性」に基づくアイデンティティの

両者が低い未熟群は，対人関係上の困難への対処

の仕方として「他者の援助」を求めること，「努

力」することを選択せず，「回避」や「諦め」を

選択することを示し，解決に向かう対処方法を取

ることが難しいと考えた。同居親との交流の質が

悪い子どもは先に述べたように，自己効力感の低

さや将来展望の低さがみられ，他者との距離感に

関する感覚も乏しいと考えられるため，この先行

研究における未熟群に当てはまると考えられる。

したがって，同居親との交流の質が悪い場合には，
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子どもには考えることへの回避や，関係性への諦

めといった感情が先行することが考えられる。本

研究において，同居親との交流の質が正の影響を

与えた変数が，見捨てられ不安のうち，不安な気

持ちであった結果も，このような理由から説明で

きると考えられる。

調査２

目的

調査１では，両親の離婚そのものや，その後の

子どもへのフォローアップの在り方によって子ど

もの見捨てられ不安が高まる等様々な可能性が示

された。久保野・棚村・藤本（2021）によると，

両親の離婚について，子どもが誰かに相談したの

は9.4％であり，46.5％は相談したいことはあっ

たものの相談しなかったことが示された。このよ

うに両親の離婚を経験した子どもの約半数が，誰

かに相談したい両親の離婚についての悩みを抱え

ているが，具体的な悩みや心理的体験過程につい

て調査した研究は少ない。

そこで調査２では，両親の離婚を経験した子ど

もが求める支援の示唆を得るため，子どもの両親

の離婚に関する苦悩や困り感，また両親の離婚の

影響を大学生になった現在振り返ってどのように

感じるかを質的に調査することを目的とした。

方法

調査対象者 調査１にてアンケート調査を行っ

たＸ県の大学生213名のうち，自由回答欄に回答

した35名中29名（男性15名，女性14名，平均年齢

19.6歳，SD＝1.10）を対象とした。

調査項目 １）両親の離婚当時の気持ち：両親

の離婚当時に，回答者がどのように両親の離婚と

いう出来事を受け取ったのか，どのような感情を

抱いたのか等を問うために，「両親の離婚当時の

あなたは，両親の離婚をどのように体験し，どん

な気持ちになりましたか。自由に記述してくださ

い。」という自由回答欄を設けた。回答は任意で

あるとした。

２）現在，両親の離婚を振り返りどう感じるか：

現在，アンケート調査によって両親の離婚を振り

返ってみて，どのように両親の離婚について考え

たか，感じたか等を問うために，「このアンケー

トにおけるこれまでの質問に回答をして，現在の

あなたは両親の離婚を振り返ってみてどのように

感じましたか。何でも構いませんので感じたこと

を自由に記述してください。」という自由回答欄

を設けた。回答は任意であるとした。

手続き 本調査はgoogleフォームによるアン

ケート調査を実施した。調査協力者には対面授業

内でURLを印刷した調査協力依頼書を配布し，

回答を求めた。

「あなたは両親の離婚を経験していますか。」

というという質問に「いいえ」と回答した場合に

はすべての質問項目が表示され，「はい」と回答

した場合には，現在抱える見捨てられ不安につい

ての質問項目のみ表示されるように設定した。修

正版グラウンテッド・セオリー・アプローチ（以

下；M-GTA）を用いて質的研究を行った。回答

者の一覧をTable4に示した。

結果

生成された概念とその定義 M-GTAによる分

析の結果，６個の大カテゴリーと13個のカテゴリー

が生成された（Table5）。以下，大カテゴリー

は《 》，カテゴリーは＜ ＞，概念は【 】を

用いて表す。１）大カテゴリーⅠ《離婚当時の状

況》：大カテゴリーでは，回答者が両親の離婚当

時

の状況について，自身がどのように理解したのか

に関する２個のカテゴリーが集まった。カテゴリー

①＜離婚について知らされていなかった＞は，離

婚について，両親からの説明がなかった。または，

両親が離婚を子どもに隠していたことを示す。カ

テゴリー②＜離婚についての記憶がない＞は，回

答者が幼かったため，離婚当時の記憶がないこと

を示す。

２）大カテゴリーⅡ《離別親に対するネガティ

ブな気持ち》：大カテゴリーでは，回答者が両親

の離婚当時や離婚後に，離別親に対して抱いたネ

ガティブな気持ちに関する２個のカテゴリーが集
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まった。カテゴリー③＜離婚の原因が離別親の落

ち度であった＞は，飲酒や暴力など，離別親の落

ち度が離婚の原因であり，その原因について同居

親からの説明などによって知らされたことを示す。

カテゴリー④＜離別親がいない方が幸せであると

感じる＞は，離婚前の家庭状況と現在の家庭状況

を比較，または想像して，現在の方が幸せである

と感じていることを示す。カテゴリー⑤＜離別親

との面会に対する違和感＞は，現在も離別親との

面会に機会が設けられているが，あまり乗り気に

なれない気持ちや，苦痛であると感じることを示

す。

３）大カテゴリーⅢ《離婚後のネガティブな反

応》：大カテゴリーでは，回答者が両親の離婚当

時から離婚後にかけて感じた，離婚によるネガティ

ブな反応に関する２個のカテゴリーが集まった。

カテゴリー⑥＜離婚に対するショック＞は，回答

者が両親の離婚後に感じた，どちらかの親と離れ

離れになることに対する悲しみや，そこから生じ

る行動に関する２個の概念を含む。概念【離婚を

悲しく思った】は，どちらかの親との別れが悲し

くて泣いてしまった感情体験などを示す。概念【

離婚について同居親を責める】は，どちらかの親

との別れを悲しみ，離婚したことについて同居親

を責めた体験を示す。カテゴリー⑦＜離婚による

苦悩＞は，両親の離婚当時や離婚後に，離婚と関

係する出来事に関して回答者が味わった苦しみに

関する３個の概念を含む。概念【両親間や親戚間

での板挟み状態】は，両親に離婚しても良いのか

選択を迫られた経験や，離婚後に親戚から離別親

の悪口を聞かされた経験による苦痛を示す。概念

【罪悪感】は，両親から離婚の原因などについて

の説明がなく，離婚は自分のせいだと思い込み，

自分を責めた経験を示す。概念【自分が生まれて

きた意味を考える】は，離婚により，離別親と離

れ離れになることを，離別親からの見捨てられと

解釈した経験を示す。

４）大カテゴリーⅣ《離婚の受容》：大カテゴ

リーでは，両親の離婚が自分にとって良いもので

あったと思う気持ちに関する２個のカテゴリーが

集まった。カテゴリー⑧＜離婚に対する納得＞は，

両親の離婚後の，同居親からの離婚についての説

明や自身の経験から，なぜ両親が離婚をしたのか

理解し，納得する経験に関する３個の概念を含む。

概念【同居親の説明による納得】は，離婚後に，

同居親からの離婚の原因に関する説明があり納得

した，または愛を感じた経験を示す。概念【離婚

は良いものであったと思う】は，回答者が離別親

にネガティブな感情を抱いているか否かに関わら

ず，両親の離婚は良いものであったと思っている

ことを示す。しかし，この概念を構成する回答の

中には，諦めとも捉えられる記述もいくつかみら

れた。概念【離別親の欠点に気付く】は，離別親

との面会によって離別親の欠点に気付いた経験や，

反対に，会うことがなくなることによって客観的

に，ひどい人であったと感じた経験を示す。カテ

ゴリー⑨＜離婚の経験によって周りに感謝する気
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A 21 17

B 21 19

C 21 20

D 21 20

E 20 6

F 19 5

G 21 15

H 19 4

I 20 18

J 19 8

K 19 2

L 21 6

M 20 18

N 19 5

O 20 10

P 19 3

Q 19 3

R 18 12

S 21 4

T 20 17

U 20 1

V 18 10

W 21 17

X 18 16

Y 18 12

Z 20 14 15

AA 20 15

AB 18 15

AC 18 4

Table4
回答者のプロフィール
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持ち＞は，両親の離婚後に感じた，同居親への感

謝や，両親のありがたさの実感などに関する２個

の概念を含む。概念【同居親に感謝する気持ち】

は，離婚後に一人で自分を育ててくれた同居親へ

の感謝を示す。概念【両親に感謝する気持ち】は，

離別親と離れ離れになることによって，離別親が

いることのありがたさを実感する感情体験や，現

在も続く両親からのサポートに感謝する気持ちを
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A

AA

B

C

2 M

T

X

5 W

AB
DV I

N

Q

U
3

F

X

2

M

Q

E

N

S

A

H

J

N

U

R

S

I

Table5
生成された概念と定義
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示す。

５）大カテゴリーⅤ《情緒的な援助》：大カテ

ゴリーでは，回答者が両親の離婚後に受けた情緒

的な援助に関する２個のカテゴリーが集まった。

カテゴリー⑩＜両親以外からのサポート＞には，

両親の離婚後に，親戚からの情緒的なサポートな

どがあり，そのサポートに感謝する気持ちを示す

具体例が集まった。カテゴリー⑪＜離別親との十
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A

W
( )

B

F

X

AB

AC

E

V

E

AC

T

AB

E

AC

( )

AA

N

U

B

N

Table5
生成された概念と定義 （続き）
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分な面会の機会＞には，両親の離婚後も離別親と

の面会の機会が十分に設けられていることを示す

具体例が集まった。

６）カテゴリーⅥ《アンケートに回答すること

の効果》：本カテゴリーには，本研究の質問紙，

特に自由回答欄への記述によって回答者にもたら

された効果に関する２個のカテゴリーが集まった。

カテゴリー⑫＜自身の特性に対する理解＞は，自

身の男性への人見知りを，両親の離婚経験と結び

つけて考えるきっかけとなるなど，アンケートへ

の回答によって自分の特性について理解する効果

を示す。カテゴリー⑬＜気持ちの整理ができた＞

は，回答者が，両親の離婚に関してネガティブな

感情を抱いている場合，自由回答欄にその気持ち

を記述することによって気持ちが整理できる，ま

たは心がすっきりするような効果を示す。

ストーリーライン 上記した大カテゴリー，カ

テゴリーを基に，両親の離婚を経験した子どもの

心理的体験過程を示すモデルを作成した

（Figure3）。このモデルをもとに，以下に両親

の離婚を経験した子どもの心理的体験過程を記述

する。

＜離婚についての記憶がない＞ことによって，

面会時に離別親に気を遣ってしまうといった，

＜離別親との面会に対する違和感＞を覚えるなど，

《離婚当時の状況》が《離別親に対するネガティ

ブな気持ち》を発生させる。また，＜離婚につい

て知らされていなかった＞ため，離婚が悲しく，

【離婚について同居親を責める】や，説明がなかっ

たため，離婚の原因が自分にあると思い込み，

【罪悪感】を抱くなど，《離婚当時の状況》は子

どもに＜離婚に対するショック＞や＜離婚による

苦悩＞を引き起こす。＜離婚に対する納得＞や＜

離婚の経験によって周りに感謝する気持ち＞を含

む《離婚の受容》に至るには３つのプロセスがあ

り，一つ目は，離婚前に離別親から暴力を振るわ

れていたなど，《離婚当時の状況》において，も

ともと《離別親に対するネガティブな気持ち》を

持っている場合は，離婚して良かったと思うよう

な【離婚に対する納得】を生じさせる。二つ目は，

＜離婚によるショック＞や＜離婚による苦悩＞な

ど，《離婚後のネガティブな反応》があった場合

にも，＜離別親との十分な面会の機会＞や＜両親

以外のサポート＞など《情緒的な援助》がある場

合には，《離婚後の受容》を生じさせる。三つめ

は，《情緒的な援助》がない場合でも，《離婚後の

ネガティブな反応》を乗り越えて，《離婚の受

容》に至る場合がある。このすべての過程を語り，

振り返ることによって，《アンケートに回答する

効果》が生まれ，自分自身の気持ちの整理や理解

になることが示された。
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Figure3.両親の離婚を経験した子どもの心理的体験過程を示すモデル。
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考 察

「両親の離婚当時のあなたは，両親の離婚をど

のように体験し，どんな気持ちになりましたか。

自由に記述してください。」と「このアンケート

におけるこれまでの質問に回答をして，現在のあ

なたは両親の離婚を振り返ってみてどのように感

じましたか。何でも構いませんので感じたことを

自由に記述してください。」という２つの自由回

答欄への回答を，M-GTAを用いて分析した結果，

両親の離婚を経験した子どもの心理的体験過程が

示唆された。

特に，本研究でいくつかみられた記述である，

両親の離婚に対して子どもが抱える【罪悪感】に

ついて，小田切・町田（2020）は，親同士が対立

していると子どもは「どちらかの味方にならなけ

ればならない」と感じ，一方の親と楽しく過ごし

ているときにはもう一方の親を裏切っているよう

な気持ちになると述べており，支援にはこのよう

な子どもの忠誠葛藤の理解も必要となる。

また，《離婚後のネガティブな反応》から《情

緒的な援助》の有無にかかわらず《離婚の受容》

に至るまでのプロセスについて，教示文に具体的

な指示がなかったため，実際に他者からの情緒的

な援助を受けていたが記述はしなかった回答者も

いると考えられる。よって，実際に離婚を受容す

るために情緒的な援助が必要であるか明らかでな

い。また，情緒的な援助が必要な場合はどのよう

な関わりがもとめられるのか，情緒的な援助がな

い場合でも，本人が苦悩をどのようにして乗り越

えたか，回答の中にいくつかみられた，諦めと捉

えられる記述はどのようなプロセスをたどるのか

を明らかにすることは，両親の離婚後における心

理師等による子どもの支援に役に立つと考えられ

る。

また，両親の離婚当時の自身の気持ちを，自由

回答欄への回答という形で振り返ることによって，

モヤモヤとした気持ちの整理や，これまで気づか

なかった自分の気持ちに気付くきっかけとなるな

ど，回答者にとってカタルシス効果のような効果

がもたらされたと考えられる。

総合考察

研究１と研究２により，両親の離婚を経験した

子どもは，最初は両親の離婚という出来事自体や，

その後のフォローアップの在り方によって，罪悪

感，同居親を責める，またその後の子どもの見捨

てられ不安を高めるなどのネガティブな影響が生

じることが推測された。しかし，その後の周りか

らの情緒的支援によって立ち直るプロセスが示さ

れ，離婚家庭の子どもを対象とする心理職による

支援の可能性が確認された。具体的な支援内容に

ついては，子どもが両親の離婚の原因は自分にあ

ると思うことによって感じる罪悪感や，忠誠葛藤

の理解などが挙げられる。

今後の課題

本研究における自由回答欄は，両親の離婚当時

と現在の回答者の気持ちについて尋ねるといった

漠然とした内容であったため，回答者の内面を表

した回答を十分に得られなかったと考えられる。

よって今後研究を行う場合は，「両親の離婚当

時や離婚後に，両親や親戚から情緒的な援助があっ

たか。またあった場合，それはどのようなもので

あったか。」や「両親の離婚という出来事に対し

てネガティブな感情を抱いたか。また抱いた場合，

どのようにして乗り越えたか。」という質問項目

を含めた自由回答欄を作成することが必要である

と思われる。

付 記

本研究は，2021年度に中部大学人文学部心理学

科に提出した卒業論文を加筆・修正したものであ

る。
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Abstract:

Thepurposeofthisstudywastoexamineabandonmentanxietyinchildrenduetotheirparents'

divorce.Wehypothesizedthatthefollowingfactorscausechildrentoperceivetheirparents'divorceasan

abandonmentexperience:lackofexplanationaboutthedivorce,lackofvisitationfrom theestranged

parent,andlack ofinteraction with theparentliving togetherwith thechildren.In addition,we

hypothesizedthatwhenthechildrenviewedthedivorceasabandonment,itwouldaffecttheiranxiety

aboutbeingabandonedlaterinlife.Basedontheseassumptions,wecreatedamodeldiagram forthe

relationshipbetween"ExplanationofDivorcefrom ParentsorEitherParent,""VisitationwithEstranged

ParentafterDivorce,""InteractiontheParentLivingTogetherafterDivorce,""AcceptanceofDivorceas

anAbandonmentExperience,"and"CurrentAbandonmentAnxiety"andadministeredaquestionnaireto

213undergraduatestudents,34ofwhom experiencedparentaldivorce.Theresultsofcovariancestructure

analysisshowedthatthemodelwascompatiblewiththequestionnaireresults.Thequestionnairealso

includedanopen-endedresponsesectionwhichaskedtherespondentsabouttheirfeelingsabouttheir

parents'divorcefrom thetimeofthedivorcetothepresent.Theresponsesof29studentswereanalyzed

usingM-GTA.Theresultssuggestedthatthechildrenrecoveredfrom theshockoftheirparents'divorce

andthechildren'sattitudetowardthedivorcegraduallyimprovedasaresultofemotionalsupportfrom

bothparents,grandparents,andrelatives.Inaddition,reflectingontheirownfeelingsatthetimeof

theirparents'divorceintheiranswerstotheopen-endedquestionsappearedtohavehadapositiveeffect

ontherespondents.Formingtheresponseshelpedthem tosortoutambiguousfeelingsandbecome

awareoffeelingsthattheyhadnotbeenawareofbefore.

Keywords:parents'divorce,abandonmentanxiety,emotionalsupport

Causesofabandonmentanxietyexperiencedbychildrenduetoparentaldivorce
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